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た
め
池
と
し
て
造
ら
れ
た
上
野
池
と
白
山 

 

 
 

上
の
左
の
地
図
は
、
ジ
オ
ラ
ン
ド
岐
阜
の
地
形
・
地
質
図

で
あ
る
。
こ
れ
に
上
野
池
の
位
置
を
加
筆
し
た
が
、
上
野
池

は
低
位
段
丘
の
上
部
の
一
部
を
右
写
真
左
に
み
ら
れ
る
よ
う

な
堤
防
で
閉
め
切
り
、
た
め
池
と
し
た
人
工
池
で
あ
る
。
こ

の
池
の
水
は
、
今
地
区
の
農
家
に
と
っ
て
は
極
め
て
大
切
な

水
田
耕
作
用
の
水
の
供
給
源
で
も
あ
っ
た
こ
の
「
上
野
池
」

と
い
う
名
称
は
、
小
地
名
の
「
上
野
」
か
ら
く
る
も
の
で
あ

る
。
上
野
は
山
之
上
台
地
の
地
名
に
も
付
け
ら
れ
て
お
り
、

河
岸
段
丘
の
上
位
面
で
あ
る
こ
と
を
示
す
地
名
で
あ
る
。 

 

以
前
、
馬
串
峠
に
つ
い
て
案
内
を
し
た
が
、
峠
と
い
う
地

形
は
、
水
が
ど
ち
ら
か
に
分
水
さ
れ
る
分
水
嶺
で
も
あ
る
。

こ
こ
の
近
く
に
つ
く
ら
れ
る
池
は
、
水
系
が
小
さ
く
、
か
つ

水
深
が
浅
い
の
で
、十
分
な
灌
漑
用
水
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
米
田
用
水
を
引
き
入
れ
る
こ
と
で
、
今
・
小
山
の

水
田
は
生
産
力
が
安
定
し
増
大
し
た
と
い
う
。
上
野
池
の
水

は
、
吐
き
出
し
口
か
ら
今
神
社
の
前
で
段
丘
崖
下
に
導
水
さ

れ
る
。
今
神
社
は
、
以
前
は
「
稲
荷
神
社
」
で
あ
り
、
稲
作

の
豊
作
を
祈
願
し
て
勧
請
さ
れ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
こ

の
稲
荷
神
社
に
小
山
縣
神
社
な
ど
が
合
祀
さ
れ
、
現
在
の
今

神
社
が
成
立
し
た
と
い
う
。
記
録
に
よ
れ
ば
、
小
山
縣
神
社

(

今
の
焼
き
肉
店
の
横
に
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
が
あ
っ

た
が
、そ
の
横
の
空
き
地
に
な
っ
て
い
る
部
分)

が
こ
の
神
社

が
あ
っ
た
場
所
で
あ
る
。 

 
 

上
記
写
真
の
よ
う
に
、
上
野
池
の
水
面
は
「
逆
さ
白
山
」

が
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
風
光
明
媚
で
あ
る
。
東
栃
井
に
住
ん

で
い
た
津
田
左
右
吉
先
生
が
、
桜
の
季
節
に
こ
こ
で
遊
ん
だ

こ
と
を
「
子
ど
も
の
頃
の
思
い
出
」
で
語
っ
て
い
る
。
ま
た
、

定
期
的
に
地
元
の
人
に
よ
っ
て
池
干
し
が
行
わ
れ
、
在
来
魚

種
の
保
護
が
行
わ
れ
て
い
る
。 

ヨ
ナ
ダ
ー
が
下
米
田
・
牧
野
の
色
々
な
見
ど
こ
ろ
を
紹
介
す
る
よ 


